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金田町人の動き 

(8 月末日現在） 

世帯数 2, 8 1 7 

人 口 9, 63 9 

男 4,712 女 4,927 

出生 7 死亡 4 

転入 27 転出 23 

B
&G
財
団
 

金
田
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
温
水
プ
ー
ル
）
 

誘

致

決

定

さ

れ

る

 

ー
金
田
町
に
待
望
の
B

&
G
財
 

こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
民
皆
様
 

団
金
田
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
温
水
 
方
の
絶
大
な
る
御
協
力
と
、
暖
 

プ
ー
ル
）
の
設
置
が
決
定
し
、
 

か
い
御
支
援
の
賜
物
と
深
く
感
 

10 

月
 14 

日
に
起
工
式
が
行
わ
れ
 
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

第
1
回
現
地
調
査
 

(2
月
巧
日
）
 

第
2
回
現
地
調
査
 

(4
月
 20 

日） 

と
B

&
G
プ
ラ
ン
説
明
会
（
6
 

月
 16 

日
）
等
、
御
多
忙
の
折
に
 

も
か
か
わ
り
ま
せ
ず
、
多
数
の
 

御
参
加
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
 

り
が
と
う
ご
ぎ
い
ま
し
た
。
 

全
国
百
余
り
の
市
町
村
の
申
 

請
の
中
か
ら
 18
 

市
町
村
（
温
水
 

プ
ー
ル
決
定
は
金
田
町
だ
け
で
 

す
）
が
、
平
成
元
年
度
（
第
 18
 

期） 

B
&
G
財
団
地
域
海
洋
セ
 

ン
タ
ー
建
設
の
決
定
を
受
け
ま
 

し
た
。
 

交
付
式
は
6
月
 23 

日
東
京
海
 

洋
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
笹
川
 

会
長
よ
り
決
定
書
の
交
付
を
し
 

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

B
&
G
金
田
海
洋
セ
ン
タ
ー
 

（
温
水
プ
ー
ル
）
の
落
成
は
平
 

成
二
年
4
月
の
予
定
と
な
っ
て
 

い
ま
す
。
 

多
く
の
町
民
皆
様
方
の
御
利
 

用
を
お
願
い
し
、
御
礼
と
、
御
 

報
告
に
変
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
 

ま
す
。
 ×

 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

皇夫二 気芭 ：書； 

福 岡 県 金 田 町 殿 

平成元年度 （第 1 8 期) B & G 財団 

地域海洋セ ン タ ー建設に関する貴町の 申 

請について厳正な審査を行っ た結果、 貴 

町を適地と認め海洋セン タ ー弾設を決定 

いた し ます． 

第 1 類 建 設 施 設 類 型 

上屋付プ・ーJレ 

平成元年8月23日 

財団排破ヲJJゴシ醐声ァンド． 
'’ー一1にい・ ！ 、ノ lIIにら 

纏議ざ護 喜」 ヒ． 
会
 

！

●

●

 
」

ジ

・

”

‘

●

●

・

ニ

‘

・

‘

●

●

ー

‘

●

1
'

'

！

ー

三

●

・

→

◆

●

ー

‘

!

‘

・

‘

，

!

I
'

,

,

'

,

，

‘

三

，

，

→

‘

，

，

ニ

三

，

‘

 

，
、
ン
ジ
ミ
の
放
流
I
 

八
月
七
日
町
長
を
先
頭
に
中
 

元
寺
川
黒
尾
橋
よ
り
泌
川
と
の
 

合
流
点
迄
約
五
〇
〇
m

間
に
シ
 

ジ
ミ
の
稚
貝
四
〇
如
を
放
流
致
 

し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
町
民
の
皆
様
方
が
接
 

に
望
ん
で
い
る
「
ふ
る
里
の
川
 

を
き
れ
い
に
し
、
家
族
ぐ
る
み
 

で
親
し
め
る
川
づ
く
り
』
を
目
 

指
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
は
も
と
 

よ
り
、
栄
養
化
の
高
い
シ
ジ
ミ
 

を
噌
好
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健
 

康
増
進
に
も
つ
な
が
る
こ
と
と
 

思
い
ま
す
。
 

金
田
町
と
し
て
は
秋
に
も
中
 

元
寺
川
、
彦
山
川
、
泌
川
に
シ
 

ジ
ミ
の
稚
貝
六
〇
加
、
コ
イ
を
 

三
O
〇
〇
匹
 

放
流
す
る
予
 

定
で
す
。
 

順
調
に
成
育
 

す
れ
ば
来
年
 

に
は
シ
ジ
ミ
 

堀
り
や
コ
イ
 

釣
り
大
会
を
 

計
画
し
て
お
 

り
ま
す
。
 

今
後
も
こ
 

の
事
業
を
継
 

続
致
し
ま
す
 

の
で
皆
様
方
 

の
御
協
力
を
 

お
願
い
致
し
 

ま
す
。
 

第
八
回
 
金
田
町
文
化
祭
 

11 

月
4

日
・
5
日
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町
 

田
 

1
L
長
寿
を
祝
・
P
 

一 

金
田
町
敬
老
会
 
福
祉
係
 

九
月
十
五
日
、
敬
老
の
よ
き
 

日
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
 

成
の
長
き
時
代
を
歩
ん
で
こ
ら
 

れ
、
ひ
た
す
ら
家
族
の
た
め
、
 

町
ま
た
社
会
の
た
め
に
、
そ
の
 

責
任
を
発
揮
さ
れ
た
、
金
田
町
 

在
住
の
お
年
寄
り
の
長
寿
を
、
 

お
祝
い
す
る
、
敬
老
会
が
、
町
 

民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
は
大
正
八
年
九
月
十
五
 

日
以
前
に
生
ま
れ
た
、
満
七
十
 

才
以
上
の
方
八
四
七
名
を
、
お
 

招
き
し
ま
 

し
た
が
、
 

」
ハ
ー
ー
ー
名
 

の
い
づ
れ
 

も
壮
者
を
し
の
ぐ
、
元
気
な
お
 

姿
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
 

ま
し
た
。
 

式
典
に
先
だ
ち
、
会
場
受
付
 

に
お
い
て
満
七
十
才
以
上
の
 

方
々
に
、
本
町
よ
り
支
給
さ
れ
 

る
敬
老
年
金
と
記
念
品
が
贈
ら
 

れ
ま
し
た
。
 

式
典
は
午
前
十
時
に
は
じ
ま
 

り
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
 

冥
福
を
祈
っ
て
黙
祷
を
さ
さ
げ
 

町
長
よ
り
各
種
の
記
念
品
の
伝
 

達
が
あ
り
、
来
年
度
も
元
気
に
 

て
敬
老
会
へ
の
ご
出
席
を
約
し
 

て
式
典
が
終
り
ま
し
た
。
 

そ
の
後
引
続
き
演
芸
が
催
さ
 

れ
、
婦
人
会
、
老
人
会
の
皆
き
 

ん
に
よ
る
舞
踊
と
千
草
会
の
皆
 

さ
ん
に
よ
る
大
正
琴
の
演
奏
が
 

好
評
を
得
、
無
事
終
了
す
る
こ
 

と
が
出
来
ま
し
た
。
 

最
後
に
婦
人
会
を
は
じ
め
、
 

関
係
者
各
位
の
ご
協
力
を
厚
く
 

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

《
平
成
筑
豊
鉄
道
か
ら
の
お
願
い
》
 

平
成
筑
豊
鉄
道
で
は
、
 
10 

月
 

1
日
か
ら
営
業
を
開
始
し
ま
 

す
。
営
業
を
始
め
ま
す
と
、
列
 

車
本
数
が
約
2
1
3
倍
と
多
く
 

な
り
ま
た
、
速
度
も
早
く
な
り
 

ま
す
の
で
「
踏
切
等
の
運
行
」
 

に
は
、
十
分
注
意
を
お
願
い
い
 

た
し
ま
す
。
 

1
、
踏
切
で
は
、
人
も
車
も
必
 

3
、
線
路
に
近
づ
い
て
工
事
等
 

を
行
う
場
合
は
、
あ
ら
か
 

ら
ず
一
且
停
止
し
て
、
左
 

じ
め
ご
連
絡
下
さ
い
o
 

右
の
安
全
を
確
か
め
て
横
 

ふ
み
き
り
 

かなら 

断
し
て
下
き
い
。
 

踏
切
で
は
必
ず
 

2
、
線
路
内
の
通
行
・
立
入
り
 

は
、
危
険
で
す
の
で
絶
対
 

に
し
な
い
で
下
さ
い
。
特
 

に
お
子
様
に
は
気
を
つ
け
 

て
下
さ
い
．
 

い
つ
た
ん
て
い
し
 

一
旦
停
止
・
 

あ
ん
ぜ
ん
か
く
に
ん
 

安

全

確

認

 

平
成
筑
豊
鉄
道
株
式
会
社
 

（
電
話
）
〇
九
四
七
ー
一
」
一
ー
 

一
〇
〇
〇
番
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11 

十

月

短

歌

詠

草

 

公

民

館

短

歌

教

室

 

講
師
 
友
清
 
隆
雄
 

真
夜
醒
め
て
も
の
読
む
癖
の
 

し
ぱ
ら
く
は
や
み
て
を
り
し
 

が
再
び
始
ま
る
 

阿
部
 
重
宏
 

余
生
と
ふ
齢
に
な
り
し
わ
れ
 

な
る
か
物
忘
れ
多
く
な
れ
る
 

こ
の
頃
 

藤
林
 
俊
信
 

旅
の
宿
に
齢
を
忘
れ
て
若
や
 

ぎ
ぬ
の
み
て
く
ら
ひ
て
歌
ひ
 

て
舞
ひ
て
 

植
木
 
武
文
 

丘
の
畑
に
腰
を
下
せ
ば
山
土
 

の
む
せ
る
が
ご
と
き
香
の
た
 

ち
く
る
 

佐
竹
喜
久
雄
 

カ
チ
ガ
ラ
ス
の
鳴
く
楠
の
木
の
 

近
々
と
見
ゅ
る
ふ
る
さ
と
に
朝
 

を
め
ぎ
め
つ
 

田
代
 

稔
 

心
よ
り
笑
へ
る
と
き
か
下
校
時
 

の
笑
顔
や
す
け
し
い
じ
め
ら
れ
 

っ
子
 

岡
野
富
司
生
 

近
き
寺
の
樹
々
の
梢
の
払
わ
れ
 

て
泉
の
鳴
く
声
の
と
だ
え
ぬ
 

福
田
 

昌
 

肢
体
の
ば
せ
し
如
き
銀
杏
の
大
 

木
に
う
す
き
み
ど
り
の
新
芽
萌
 

え
く
る
 

三
村
 
和
子
 

信
濃
路
に
郭
公
鳴
く
よ
と
便
り
 

来
ぬ
も
う
一
度
行
き
た
い
と
言
 

ロ
十
 
月
 
俳
 
旬
ロ
 

金

田

俳

句

同

好

会

 

天
上
の
紺
一
枚
に
朴
咲
け
り
 
雨
降
れ
ば
降
る
程
に
冴
え
花
菖
 

講
師
 
岩
井
 
鬼
童
 

蒲
 

花
石
か
ほ
る
 

水
玉
と
蟹
を
乗
せ
て
笹
ゆ
る
 
さ
み
だ
る
る
橋
を
渡
り
て
平
戸
 

る
 

原
田
 
鈴
江
 

城
 

福
田
 
慶
子
 

櫛
け
づ
る
手
よ
り
ほ
の
か
に
 
灯
を
つ
け
て
一
人
の
昼
飼
梅
雨
 

青
山
根
 

永
尾
喜
美
江
 

に
入
る
 

山
口
 

倭
子
 

太
古
杉
仰
ぎ
て
涼
し
高
野
山
 
う
ど
ん
屋
の
の
れ
ん
潜
り
し
よ
 

沖
田
ト
ミ
ユ
 

り
涼
し
 

建
部
三
由
紀
 

夢
ひ
ろ
げ
旅
立
つ
子
ら
や
夏
 

の
月
 

日
比
生
利
子
 

朝
凪
の
 

縛

 

碧
を
力
に
 

J

ノ
・
％
イ
九
一
 

目
覚
む
れ
ば
死
と
対
座
し
て
 
出
港
す
 

五
月
闇
 

原
 
美
恵
子
 

市
川
 
法
子
 

かH
」
科
い
畔
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ひ
る
し
わ
れ
に
 千

手
佐
起
子
 

激
動
期
を
耐
へ
て
来
ら
れ
し
天
 

皇
は
い
ま
安
ら
け
く
眠
り
る
ま
 

さ
む
 

小
野
と
め
子
 た

 

短
歌
を
よ
む
気
持
に
な
れ
ず
経
 

つ
月
日
夫
の
病
に
心
み
だ
れ
て
 

山
口
 
倭
子
 

朝
市
に
拡
げ
ら
れ
た
る
小
魚
は
 

大
き
く
口
あ
け
眼
を
見
開
き
て
 

井
手
元
智
恵
子
 

刻
ま
れ
し
額
の
し
わ
に
永
年
の
 

辛
苦
偲
ば
る
る
サ
ハ
リ
ン
の
民
 

福
原
 
照
子
 

詠
草
の
ま
と
め
を
し
つ
つ
過
ぎ
 

し
日
の
よ
み
か
え
り
く
る
涙
垂
 

り
つ
つ
 

並
川
 
君
子
 

く
ち
な
し
の
匂
ふ
日
ぎ
し
に
乾
 

き
ゆ
く
白
き
．
2
フ
ウ
ス
梅
雨
の
 

晴
れ
ま
に
 

第
九
回
金
田
町
短
歌
大
会
 

u
作

品

募

集

廿

 

短
歌
は
日
本
人
の
心
を
表
現
 

す
る
の
に
適
し
て
い
る
の
で
し
 

ょ
う
か
、
全
国
的
に
も
短
歌
を
 

作
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
 

金
田
町
中
央
公
民
館
で
も
十
 

年
前
よ
り
短
歌
教
室
を
開
設
 

し
、
短
歌
の
実
作
指
導
を
致
し
 

て
お
り
ま
す
。
 

そ
し
て
町
民
多
数
の
方
々
の
 

参
加
を
願
っ
て
短
歌
大
会
を
実
 

施
し
て
来
ま
し
た
。
本
年
度
も
 

下
記
に
よ
り
第
九
回
の
短
歌
大
 

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
 

奮
っ
て
作
品
を
応
募
く
だ
さ
る
 

よ
う
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
 

共同募金10月1日～12月31日 

思いやりは 

きっと返ってくる。 

お

め

 で
 
と
 
う
 

第
八
回
西
日
本
新
聞
生
憂
勝
旗
ユ
ニ
ー
 

ド
杯
争
奪
全
九
州
・
山
口
少
年
野
球
大
会
 

n
ぼ
く
ら
の
甲
子
園
で
、
金
田
ジ
ュ
ニ
ア
 

ク
ラ
ブ
 
準
優
勝
す
る
。
 

八
決
勝
戦
V
 

多久北部少年野球 

0102000 4 -7 

金田ジュニアクラブ 

00000303 -6 

(8t 1 
ェキストライニング） 

一
 

第
 28 

回
田
川
郡
民
体
育
大
会
 

金

田

町

成

績

 

農
業
委
員
会
開
催
 

期
日
の
 

定
例
化
に
つ
い
て
 

5
月
 30 

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
 

た
金
田
町
農
業
委
員
会
で
、
今
 

迄
不
定
期
に
開
催
さ
れ
て
い
た
 

農
業
委
員
会
を
次
の
よ
う
に
定
 

例
化
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
の
 

で
町
民
の
皆
様
へ
お
知
ら
せ
致
 

し
ま
す
。
 

ロ
農
業
委
員
会
開
催
は
毎
月
 

10 

日
と
し
土
曜
、
日
、
祭
日
 

の
場
合
は
次
の
日
と
す
る
。
 

（
町
議
会
等
の
開
催
に
よ
り
 

や
む
を
得
ず
、
日
程
を
変
 

更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
 

す。） 

陸
上
競
技
 

一
般
男
子
 

3
位
 

一
般
女
子
 

3
位
 

青
年
女
子
 
4
位
 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
 

一
般
女
子
 

1
位
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 

一
般
女
子
 

4
位
 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
 

一
般
女
子
 

2
位
 

駅
 
伝
 

一
般
男
子
 

4
位
 

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
 

30 

代
の
部
 
1
位
 

如
代
の
部
 
1
位
 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
 

o
申
請
書
提
出
の
締
切
り
は
毎
 

男
子
の
部
 
2
位
 

月
月
末
と
し
ま
す
。
 

記
 

一
、
主
催
 
金
田
町
中
央
公
民
 

館
 

二
、
応
募
資
格
 

o
老
若
男
女
を
問
わ
ず
ど
な
 

た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
 

・
初
め
て
の
方
歓
迎
 

三
、
作
品
内
容
 

生
活
の
中
の
喜
び
、
悲
し
み
 

や
自
然
、
旅
、
家
族
、
社
会
 

事
象
そ
の
他
な
ん
で
も
結
構
 

で
す
。
 

四
、
応
募
要
領
 

o
一
人
一
首
 

o
＋
一
月
五
日
（
日
）
メ
切
 

o
作
品
提
出
先
 

金
田
町
中
央
公
民
館
 

o
作
品
は
葉
書
か
原
稿
用
紙
 

に
一
首
書
い
て
く
だ
さ
い
 

五
、
短
歌
大
会
開
催
日
 

十
一
月
二
十
三
日
（
祝
日
）
 

の
予
定
。
 

作
品
応
募
者
に
は
開
催
日
時
 

が
き
ま
り
次
第
通
知
い
た
し
 

ま
す
。
 

l 

N
T
T

金
田
営
業
所
窓
口
 

閉
鎖
の
お
知
ら
せ
 

《
金
田
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
V
 

金
田
町
に
お
い
て
は
、
 

「明 

る
く
豊
か
な
町
づ
く
り
」
を
基
 

本
目
標
に
町
の
振
興
と
活
性
化
 

を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
今
度
 

そ
の
一
環
と
し
て
、
皆
様
の
強
 

い
要
望
と
地
主
の
暖
か
い
理
解
 

に
よ
り
、
金
田
小
学
校
裏
の
休
 

耕
田
を
利
用
し
金
田
町
フ
ァ
ミ
 

リ
ー
農
園
を
設
置
致
し
ま
し
た
 

こ
の
事
業
は
、
老
人
か
ら
子
供
 

ま
で
多
く
の
人
々
が
 

野
菜
や
花
を
栽
培
す
 

る
こ
と
に
よ
り
、
家
 

族
の
ふ
れ
あ
い
、
健
 

康
の
増
進
自
然
と
の
 

調
和
、
さ
ら
に
は
農
 

家
と
非
農
家
と
の
相
 

互
理
解
を
高
め
る
こ
 

と
を
目
的
と
し
て
お
 

り
ま
す
。
 

バ
ド
III
ン
ト
ン
協
会
 

《
会
 
員

募

集

》

 

大
人
も
子
供
も
大
い
に
参
加
 

す
る
お
間
い
合
わ
せ
等
は
、
 

局
番
な
し
の
「
1
1
6
番」 

で
受
付
け
し
て
い
ま
す
。
 

11 

月
5

日
を
も
っ
て
金
田
営
 
3
、
電
話
料
金
の
お
問
い
合
わ
 

業
所
の
営
業
窓
ロ
を
閉
鎖
す
る
 

せ
は
、
4
4
局
4
2
0
1
番
 

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
永
年
に
 

を
ご
利
用
下
さ
い
。
 

わ
た
り
同
営
業
所
へ
の
ご
愛
顧
 
4
、
譲
渡
・
加
入
証
明
・
質
権
 

お
引
立
て
に
対
し
、
心
か
ら
感
 

等
、
権
利
に
関
す
る
お
申
し
 

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 

込
み
は
田
川
営
業
所
窓
ロ
ま
 

1
、 
11 

月
5

日
以
降
の
ご
用
件
 

で
お
越
し
願
い
し
ま
す
。
 

承
り
場
所
 

（
※
印
鑑
証
明
書
等
が
必
要
 

N
T
T
 

田
川
営
業
所
 

で
す
）
 

田
川
市
千
代
町
6
番
8
号
 

N
T
T

田
川
営
業
所
長
 

2
、
電
話
の
移
転
、
電
話
に
関
 

N
T
T
金
田
営
業
所
長
 

危
険
物
取
扱
者
試
験
と
 

準

備

講

習

会

 

危
険
物
取
扱
者
の
試
験
と
準
 

備
講
習
会
を
次
の
と
お
り
行
な
 

い
ま
す
。
 

試
験
 

o
と
 
き
 

o
と
こ
ろ
 

12 

月
 10 

日
 

近
畿
大
学
九
州
工
 

学
部
 

六
、
発
表
 
金
田
町
報
一
月
号
 
準
備
講
習
会
 

の
予
定
 

o
と
 
き
 
11 

月
 19 

日
 

《
全
国
防
犯
運
動
 
実
施
の
お
知
ら
せ
》
 

▽
田
川
警
察
署
防
犯
課
▽
 

▽
金
田
町
役
場
総
務
課
▽
 

10 

月
 11 

日
（
水
）
か
ら
 10 

月
 20 

日
（
金
）
ま
で
の
 10 

日
間
全
国
一
 

斉
に
防
犯
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
 

す。 
運
動
は
 

o
自
動
車
盗
・
侵
入
盗
等
の
 

盗
犯
の
防
止
 

o
暴
力
犯
罪
の
防
止
 

o
少
年
非
行
の
防
止
 

を
重
点
と
し
て
取
り
組
む
こ
 

と
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
 

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
 

・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
 

・
キ
l
抜
い
て
気
を
ぬ
か
な
 

い
で
ド
ア
ロ
ッ
ク
 

・
ふ
れ
あ
い
と
対
話
が
育
て
 

る
子
の
未
来
 

o
と
こ
ろ
 

田
川
地
区
消
防
本
 

部
 

受
付
 
10 

月
9

日
か
ら
 10 

月
 23 

日
ま
で
 

※
詳
し
い
こ
と
は
、
田
川
地
区
 

消
防
本
部
消
防
課
危
険
物
係
に
 

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

44 

1
0
6
5
0
 

不
動
産
無
料
相
談
 

県
で
は
、
土
地
な
ど
の
価
格
 

に
つ
い
て
、
専
門
家
で
あ
る
不
 

動
産
鑑
定
士
に
よ
る
無
料
相
談
 

を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

相
談
内
容
 
土
地
の
売
買
、
賃
 

貸
借
、
担
保
、
交
換
そ
の
他
 

相
談
日
 
毎
月
第
1
、
第
3
金
 

曜
日
 

時
間
 
午
後
1
時
1
4
時
 

場
所
 
県
庁
1
階
・
県
民
相
談
 

室
 

申
込
方
法
 
前
も
っ
て
電
話
に
 

て
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
 

観
1
6
5
1
1
1
2
3
4
 

県
民
相
談
室
ま
で
 

尚
、
今
後
も
こ
の
事
業
を
推
 

進
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。
 

婦
人
会
、
子
供
会
、
老
人
会
 

町
内
会
、
グ
ル
ー
プ
等
で
、
 

，
楽
し
い
野
菜
づ
く
り
I

を
し
 

て
み
ま
せ
ん
か
ガ
 

間
い
合
せ
先
 

金
田
町
役
場
振
興
課
 

皿
 
2
2
I
O
5
5
5
 

し
て
下
さ
い
。
 

o
練
習
場
所
 
町
民
会
館
 

o
練
習
日
 
毎
週
2
回
 

（
火
・
土
）
 

18
 

時
ー
 21 

時
ま
で
 

※
但
し
、
大
人
の
部
は
土
曜
 

の
み
で
 22 

時
ま
で
行
い
ま
す
 

o
申
込
連
絡
先
 

蜂
屋
憲
一
宅
 

( 22
 

1
2
7
2
1
) 

又
は
、
練
習
日
に
直
接
体
育
 

館
に
来
て
下
さ
い
。
 

こ
存
じ
で
す
か
？
・
 

建
設
業
関
係
の
皆
さ
ん
ガ
 

建
設
業
を
営
む
方
々
、
及
び
 

建
設
現
場
で
働
く
皆
さ
ん
、
国
 

が
作
っ
た
「
建
設
業
退
職
金
共
 

済
制
度
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。
 

こ
の
制
度
は
、
昭
和
三
十
九
 

年
に
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
 

に
よ
り
作
ら
れ
た
制
度
で
す
。
 

こ
の
制
度
の
特
色
は
、
 
一
般
 

の
退
職
金
の
よ
う
に
労
働
者
が
 

事
業
所
を
や
め
た
時
支
払
わ
れ
 

る
退
職
金
で
な
く
、
建
設
業
と
 

い
う
ー
つ
の
業
種
の
中
で
働
く
 

限
り
、
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
た
 

期
間
全
部
を
通
算
し
て
退
職
金
 

を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
建
 

設
業
界
ぐ
る
み
の
退
職
金
制
度
 

で
す
。
 

退
職
金
は
、
国
の
制
度
で
す
 

か
ら
、
確
実
、
安
全
で
あ
り
、
 

極
め
て
有
利
な
利
回
り
で
計
算
 

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

現
在
、
全
国
で
十
二
万
の
事
 

業
王
、
百
七
十
万
人
の
労
働
者
 

が
こ
の
制
度
に
加
入
し
、
退
職
 

金
の
積
立
て
が
行
わ
れ
、
す
で
 

に
四
十
七
万
人
の
労
働
者
が
退
 

職
金
を
受
け
取
り
、
そ
の
額
は
 

一
千
九
十
一
億
円
を
超
え
て
お
 

り
ま
す
。
 

こ
の
制
度
に
つ
い
て
詳
し
い
 

こ
と
は
、
下
記
に
お
問
い
合
わ
 

せ
下
さ
い
。
 

記
 

建
退
共
 
福
岡
支
部
 

住
所
 
福
岡
市
中
央
区
天
神
 

一
ー
三
ー
十
111 

福
岡
県
建
設
会
館
内
 

電
話
 
O
九
二
（
七
六
一
）
 

〇
三
三
五
番
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町
 

田
 

金
 

あ
な
た
の
減
税
と
 

消
費
税
に
つ
い
て
 

田

川

税

務

署

 

4
月
1

日
よ
り
、
消
費
税
が
 

実
施
さ
れ
、
日
々
の
お
買
物
の
 

値
段
に
一
律
3
％
の
消
費
税
が
 

上
乗
せ
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
 

み
な
さ
ん
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
 

い
ま
す
が
、
意
外
に
気
が
つ
か
 

な
い
の
が
、
所
得
税
・
住
民
税
 

の
減
税
や
消
費
税
導
入
の
意
義
 

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

こ
こ
で
、
再
び
税
制
改
革
の
 

全
体
像
を
見
直
し
て
み
て
、
も
 

う
】
度
、
税
制
改
革
の
趣
旨
、
 

目
的
を
考
え
て
み
ま
す
。
 

一
、
今
回
の
税
制
改
革
で
は
、
 

過
去
最
高
の
所
得
税
・
住
民
 

税
の
減
税
を
行
い
ま
し
た
．
 

今
回
の
税
制
改
革
で
は
い
 

ろ
い
ろ
な
控
除
の
額
を
引
き
 

あ
げ
ま
し
た
。
更
に
税
率
構
 

造
を
簡
素
化
し
、
累
進
構
造
 

を
ゆ
る
や
か
に
し
て
3
兆
2
 

千
億
円
の
所
得
税
・
住
民
減
 

税
を
行
い
ま
し
た
。
 

昭
和
 62 

年
9
月
の
税
制
改
 

正
と
合
わ
せ
る
と
5
兆
5
千
 

億
円
に
の
ぼ
る
過
去
最
高
の
 

減
税
で
す
。
 

二
、
今
回
の
税
制
改
革
で
‘
消
 

費
税
を
導
入
し
ま
し
た
．
 

消
費
税
に
つ
い
て
は
、
い
 

ろ
い
ろ
な
御
意
見
を
い
た
だ
 

い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
消
 

費
税
は
所
得
税
・
住
民
税
減
 

税
と
合
わ
せ
、
よ
り
公
平
な
 

税
制
を
つ
く
る
た
め
の
も
の
 

で
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
 

の
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
子
 

や
孫
に
過
度
の
負
担
を
負
わ
 

せ
な
い
た
め
に
、
創
設
さ
れ
 

た
も
の
で
す
。
ま
た
、
消
費
 

税
の
税
収
の
う
ち
約
4
割
は
 

地
方
交
付
税
、
消
費
譲
与
税
 

の
形
で
、
地
方
自
治
体
に
配
 

分
さ
れ
ま
す
．
消
費
税
は
、
 

地
方
自
治
体
の
安
定
し
た
財
 

源
と
な
る
の
で
す
。
 

消
費
税
は
、
消
費
者
の
皆
 

さ
ん
か
ら
、
買
う
た
び
に
3
 

％
ご
負
担
い
た
だ
く
の
で
、
 

重
い
と
感
じ
ら
れ
る
か
も
知
 

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
乗
用
 

車
、
家
電
製
品
な
ど
に
か
か
 

っ
て
い
た
物
品
税
や
電
気
税
 

・
ガ
A
税
な
ど
が
廃
止
さ
れ
 

る
の
で
、
値
段
が
全
て
ま
る
 

ま
る
3
％
上
が
る
わ
け
で
は
 

あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
所
 

得
税
・
住
民
税
の
大
幅
な
減
 

税
を
し
て
い
る
の
で
ほ
と
ん
 

ど
の
家
計
の
ゆ
と
り
は
む
し
 

ろ
増
え
る
も
の
と
考
え
て
い
 

ま
す
。
 

も
ち
ろ
ん
、
独
身
の
方
な
 

ど
収
入
や
消
費
の
内
容
に
よ
 

っ
て
は
差
引
き
で
負
担
増
と
 

な
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
 

せ
ん
が
、
重
税
感
・
不
公
平
 

感
を
解
消
し
高
齢
化
に
備
え
 

る
税
制
改
革
の
趣
旨
を
御
理
 

解
願
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。
 

税
金
は
 

行
政
 

サ
l

ビ
ス
 の

 

財
源
と
な
 

っ
て
 

あ
な
た
の
 

も
と
に
 

か
え
り
 

ま
す
。
 

‘

，

 

，
お
か
し
い
I

と
 

思
っ
た
ら
 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
 

消
費
者
の
生
活
向
上
、
保
護
 

意
識
を
計
る
た
め
に
、
県
内
数
 

ケ
所
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
 

設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
消
費
 

生
活
に
関
す
る
相
談
苦
情
の
受
 

け
付
け
や
そ
の
処
理
の
業
務
に
 

従
事
し
て
お
り
ま
す
。
せ
っ
か
 

く
生
活
相
談
員
が
配
置
さ
れ
て
 

い
る
の
で
す
か
ら
多
い
に
活
用
 

し
て
下
さ
い
。
た
く
み
な
話
術
 

や
強
引
な
方
法
の
悪
徳
商
法
は
 

依
然
と
し
て
増
加
の
傾
向
に
あ
 

り
消
費
者
の
生
活
を
お
び
や
か
 

し
て
お
り
ま
す
。
訪
問
販
売
等
 

を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
 
（
不
当
な
 

取
引
方
法
）
に
つ
い
て
は
遠
慮
 

な
く
次
の
所
で
相
談
し
、
快
適
 

な
生
活
を
営
み
ま
し
ょ
う
。
 

記
 

福
岡
県
県
民
生
活
局
消
費
生
活
 

課
 〇

九
二
上
ハ
五
一
ー
一
一
一
一
 

（
内
線
三
一
工
ハ
二
）
 

飯
塚
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
 

〇
九
四
八
ー
一
「
T
〇
八
五
七
 

（
財
）
福
岡
県
消
費
者
協
会
 

〇
九
二
上
ハ
四
一
ー
八
七
五
三
 

金
田
町
役
場
振
興
課
振
興
係
 

二
ニ
ー
〇
五
五
五
 
以
上
 

秋は快適な気候で、しか 

も夜が長いので、読書にふ 

さわしい季節です。それで 

「灯火親しむべき候」とい 

う言葉がありますが、これ 

を受験強勉最後の追い込み 

のシーズン、と解釈した中 

学生がいたとか。多感な少 

年時代に、じっくりと読書 

を楽しむゆとりがないのは 

寂しいことですね。 

ところで、日本では毎年 

どのくらいの本や雑誌が発 

行されているのでしょうか 

（社）出版科学研究所の推定 

では、昭和63年中の発行部 

数は、書籍約1 4 4 6 5 6 

万部、雑誌約42444万 

部だそうです。 

おおまかな勘定ですが、 

文字の読めない赤ちゃんま 

で含めて、年間に1人当た 

り書籍12部、雑誌35部 

くらいを購読した計算にな 

ります。 

活字離れ時代といわれて 

久しくなりますが、出版部 

数は前年に比べて書籍2・ 

7 ％増、雑誌4・5％増と 

なっています。そういえば 

最近は文庫本がブームだそ 

うで、電車の中やファース 

ト・フードの店で食事をし 

ながら文庫本を読んでいる 

若者の姿をよく見かけるよ 

うになりました。 

さて、読書を楽しむには 

なによりよい目であること 

が第1の条件。目の病気に 

は、近視、結膜炎などの感 

染性眼疾患、成人病による 

白内障などの眼疾患などが 

あります。本を読んでいて 

目が疲れたり、文字が見に 

くかったりしたら、まず専 

門医に診てもらいましょう 

ちょうど、読書の秋、の10 

月10日は「目の愛護デー」 

今年のキャッチフレーズは 

輝いていますか 

あなたの瞳 

NHK チーフアナウンサー 

西田善夫氏講演会 
テーマ「経営者と野球監督」 

◆と き 平成元年10月18日（水） 
午後6時30分（開演） 

◆ところ 田」~腎少年文化ホール 
（開場午後6時） 

入場は無料です 

知事許可販売店 

お
米
は
 

許
可
 

さ
れ
た
 

お
店
で
 

買
い
 

ま
し
ょ
●
つ
 

消
費
者
が
安
心
し
て
米
を
購
 

入
で
き
る
よ
う
、
米
穀
小
売
販
 

売
業
者
は
県
知
事
の
許
可
を
受
 

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
 

な
っ
て
お
り
、
許
可
番
号
等
を
 

表
示
し
た
許
可
証
を
各
店
舗
に
 

掲
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
店
 

頭
に
は
、
次
の
よ
う
な
標
識
も
 

掲
示
し
て
い
ま
す
。
 

お
米
を
購
入
さ
れ
る
際
は
、
 

必
ず
許
可
さ
れ
た
お
店
で
、
精
 

米
の
表
示
内
容
も
よ
く
確
認
の
 

う
え
お
買
い
下
さ
い
。
住
民
係
 

社
会
福
祉
法
人
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

設
立
に
つ
い
て
 

（
お
知
ら
せ
）
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
 

昭
和
三
十
三
年
、
社
会
福
祉
を
 

目
的
と
し
、
各
種
団
体
等
の
代
 

表
者
を
も
っ
て
発
足
し
現
在
に
 

至
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在
 

の
高
齢
化
社
会
の
進
行
と
福
祉
 

ニ
ー
ズ
の
増
加
の
進
む
中
、
地
 

域
福
祉
の
充
実
に
務
め
、
平
成
 

元
年
八
月
、
福
岡
県
知
事
よ
り
 

社
会
福
祉
法
人
と
し
て
認
可
を
 

受
け
ま
し
た
。
今
後
は
、
町
福
 

祉
行
政
と
連
携
し
て
、
福
祉
向
 

上
を
図
る
た
め
、
福
祉
事
業
の
 

活
動
を
推
進
し
て
参
り
た
い
と
 

思
い
ま
す
。
こ
こ
に
社
会
福
祉
 

法
人
金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

設
立
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
致
し
 

ま
す
。
 

社
会
福
祉
法
人
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

金
田
町
史
は
 

お
休
み
さ
せ
て
 

い
た
だ
き
ま
す
 

あ
り
が
と
う
 

こ
ざ
い
ま
し
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

森
野
 
秋
人
 
殿
 

林
野
 

修
 
殿
 

田
測
 
義
文
 
殿
 

山
下
 
秋
子
 
殿
 

白
井
 
千
爵
子
殿
 

武
友
 
典
子
 
殿
 

平
島
 
隆
博
 
殿
 

告
田
 
金
之
助
殿
 

福
永
 
祥
治
 
殿
 

堀
田
 

冨
士
美
殿
 

平
島
 
俊
英
 
殿
 

楠
木
 
教
正
 
殿
 

大
島
 
、
、
、
ョ
子
殿
 

坂
見
 
ミ
チ
子
殿
 

沖
島
 
シ
ゲ
子
殿
 

豊
福
 

忠
 
殿
 

福
高
 
多
美
江
殿
 

荒
木
 

潔
 
殿
 

桑
野
 
冨
士
香
殿
 

相
原
 
早
人
 
殿
 

岩
城
 
信
子
 
殿
 

七
田
 
幹
夫
 
殿
 

牛
島
 
義
信
 
殿
 

以
上
の
方
々
よ
り
香
典
返
し
 

と
し
て
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
 

た。 （
寄
付
）
 

ダ
イ
ワ
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
殿
 

大
和
ゴ
ル
フ
会
殿
 
H
"l

し
 

日
本
同
和
促
進
会
殿
嘱
ー
漕
 

以
上
の
方
々
よ
り
、
御
寄
付
 

い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

社
会
福
祉
事
業
の
た
あ
堵
憶
 

義
に
使
わ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
 

す。 


